
俳
句
同
好
会 

 
 
 
 
 

 

世
話
人 

石
崎
陵
南 

 
社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
発
足
し

て
回
を
重
ね
て
、
第
百
三
十
三
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。 

 

長
ら
く
ご
指
導
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
久
保
白
楊
さ

ん
を
失
い
ま
し
た
が
、
白
楊
さ
ん
の
「
ひ
と
り
で
も
よ
し
、

仲
間
と
学
べ
ば
な
お
楽
し
」
の
教
え
を
今
後
も
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

  

第
百
二
十
六
回 

平
成
十
六
年
一
月
二
十
二
日
（
木
） 

 

兼
題 

『
年
末
、
年
始
』
と
当
季
雑
詠
と
し
、
吟
行
は 

 
 
 

取
り
止
め
ま
し
た
。 

句
座 

「
京
新
山
」（
新
橋
通
川
端
東
入
ル
）
に
て 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

お
し
ゃ
べ
り
と 

食
べ
る
が
先
か 

初
句
会 

 

宮
本 

煤す
す

逃
げ
と 

い
ふ
事
知
り
ぬ 

耺
引
き
て 

 
 

白
楊 

畔
を
ま
だ 

隠
さ
ぬ
程
の 

一
夜
雪 

 
 
 
 

紫
杏 

添
書

そ
え
が
き

も 

な
く
て
息
災 

賀
状
か
な 

 
 
 
 

一
義 

日
の
入
り
が 

す
こ
し
遅
れ
て 

小
正
月 

 
 

下
里 

冬
帽
子 

似
合
わ
ぬ
ま
ま
に 

老
早
し 

 
 
 

一
義 

新
春
や 

折
目
の
つ
い
た 

日
章
旗 

 
 
 
 

下
里 

わ
が
机 

の
み
片
付
か
ず 

去
年
今
年 

 
 
 

白
楊 

咳
多
き 

人
に
ま
じ
り
て 

初
詣 

 
 
 
 
 

宮
本 

大
寒
は 

一
日
遅
れ 

京
冴
ゆ
る 

 
 
 
 
 

陵
南 

冬
晴
の 

続
き
捗
る 

庭
手
入 

 
 
 
 
 
 

陵
南 

群
青
の 

明
け
方
の
空 

月
冴
ゆ
る 

 
 
 
 

紫
杏 

   

第
百
二
十
七
回 

平
成
十
六
年
三
月
十
二
日
（
金
） 

 

兼
題 

『
春
隣
り
』『
梅
』『
水
温
む
』『
雛
祭
に
関
す
る 

 
 
 

も
の
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

京
都
御
苑
の
梅
林 

句
座 

「
京
料
理
花
ご
よ
み
」
蛤
御
門
前
京
都
ガ
ー
デ
ン 

 
 
 

パ
レ
ス
内 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

花
の
種 

あ
れ
や
こ
れ
や
に 

水
温
む 

 
 
 

陵
南 

こ
ぼ
れ
出
し 

去
年

こ

ぞ

の
あ
ら
れ
か 

雛
飾
る 

 

白
楊 

水
ぬ
る
む 

飛
火
野
日
溜
り 

鹿
溜
り 

 
 
 

紫
杏 

鴻
毛
の 
身
を
永
ら
へ
て 

春
隣 

 
 
 
 
 

紫
杏 

春
隣
り 

猫
に
欠
伸
を 

移
し
け
り 

 
 
 
 

一
義 

雛
の
間
に 

寝
る
は
め
と
な
る 

爺
さ
ま
か
な 

白
楊 

日
差
し
増
し 

飛
郷
の
気
配 

ゆ
り
か
も
め 

 

宮
本 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

梅
林
の 

カ
ン
バ
ス
こ
こ
と 

決
め
て
据
え 

 

白
楊 

咲
く
梅
も 

気
品
ほ
の
見
え 

京
御
苑 

 
 
 

下
里 

梅
を
出
て 

句
座
は
い
さ
さ
か 

昼
の
酒 

 
 

一
義 

満
開
の 

花
ご
よ
み
て
ふ 

今
日
の
句
座 

 
 

紫
杏 

 

第
百
二
十
八
回 

平
成
十
六
年
四
月
十
三
日
（
火
） 

 

兼
題 

『
蛍
烏
賊
』『
草
餅
、
蕨
餅
』『
霞
、
朧
』『
四
月 

 
 
 

馬
鹿
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

加
茂
川
（
北
山
大
橋
～
北
大
路
橋
間
）
の
東
側
堤 

 
 
 

遅
咲
き
の
半
木

な
か
ら
ぎ

の
道
の
桜
観
賞 

句
座 

堤
に
茣
蓙
を
敷
き
花
見
弁
当
で 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

草
餅
を 

仏
だ
ん
供
え 

ぐ
ち
こ
ほ
す 

 
 
 

宮
本 

騙
さ
れ
て 

気
ず
か
ぬ
ふ
り
を 

四
月
馬
鹿 

 

宮
本 

（
以
上
二
句
満
票
で
し
た
。
上
達
さ
れ
ま
し
た
） 

夕
靄も

や

を 

あ
わ
く
色
染
め 

山
桜 

 
 
 
 
 

下
里 

ひ
と
け
な
き 

京
の
路
地
奥 

月
朧 

 
 
 
 

陵
南 

朧
よ
り 

朧
へ
一
節 

謠
ひ
ゆ
く 

 
 
 
 
 

白
楊 

喜
寿
す
ぎ
て 

う
か
つ
に
の
り
し 

四
月
馬
鹿 

一
義 

蛍
烏
賊 

小
升ま

す

で
花
烏
賊 

数
で
売
る 

 
 
 

白
楊 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

老
ひ
た
れ
と 

し
ゃ
ん
と
歩
ま
む 

花
の
下 

 

紫
杏 

棚
一
つ 

一
つ
に
風
情 

加
茂
桜 

 
 
 
 
 

白
楊 

右
岸
散
り 

左
岸
満
開 

加
茂
桜 

 
 
 
 
 

陵
南 

加
茂
川
の 

花
に
酔
う
人 

人
人
人 

 
 
 
 

三
木 

句
行
脚
の 

果
は
川
原
の 

花
の
下 

 
 
 
 

紫
杏 

花
は
葉
に 

静
か
に
刻と

き

を 

移
し
お
り 

 
 
 

一
義 

紅
し
だ
れ 

こ
こ
も
半
木

な
か
ら
ぎ 

通
り
抜
け 

 
 
 

一
義 



  

第
百
二
十
九
回 

平
成
十
六
年
五
月
十
九
日
（
水
） 

 

兼
題 
『
初
夏
』『
牡
丹
』『
筍
』『
夏
場
所
』『
豆
飯
』
と 

 
 
 

当
季
雑
詠 

吟
行 

正
伝
寺
（
北
区
西
加
茂
北
鎮
守
菴
） 

句
座 

「
花
ご
よ
み
」 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

水
張
り
し 

田
植
待
つ
田
の 

続
き
け
り 

 
 

紫
杏 

五
月
場
所 

異
國
力
士
の 

多
き
か
な 

 
 
 

陵
南 

雨
と
な
る 

剪
定
鋏
の 

研
ぎ
上
る 

 
 
 
 

下
里 

筍
や 

幼
な
子
引
摺
る 

程
の
苞つ

と 
 
 
 
 
 

白
楊 

二
日
目
の 

窯
の
火
の
色 

立
夏
か
な 

 
 
 

白
楊 

造
花
に
は 

あ
ら
ず
一
ひ
ら 

牡
丹
散
る 

 
 

白
楊 

下
手
く
そ
に 

掘
ら
れ
筍 

盗
ま
る
る 

 
 
 

白
楊 

（
白
楊
さ
ん
の
病
院
か
ら
の
投
句
で
す
） 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

借
景
の 

比
叡
は
新
緑 

正
伝
寺 

 
 
 
 
 

紫
杏 

走
り
梅
雨 

遠
き
戦
の 

血
天
井 

 
 
 
 
 

一
義 

走
り
梅
雨 

借
景
比
叡
を 

か
く
し
け
り 

 
 

紫
杏 

     

         

第
百
三
十
回 

平
成
十
六
年
六
月
二
十
九
日
（
火
） 

 

兼
題 

『
短
夜
』『
父
の
日
』『
鰻
』『
玉
葱
』『
蚊
』
と 

 
 
 

当
季
雑
詠 

吟
行 

竜
安
寺
の
石
庭
と
鏡
容
池 

句
座 

「
京
新
山
」 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

陽
に
干
し
た 

使
い
残
し
の 

蚊
遺
香 

 
 
 

下
里 

玉
葱
は 
妻
領
分
の 

裏
庭
に 

 
 
 
 
 
 

紫
杏 

短
夜
の 
筈
を
病
室 

明
け
難
し 

 
 
 
 
 

白
楊 

玉
葱
を 

極
く
薄
切
り
と 

庖
丁
研
ぐ 

 
 
 

白
楊 

（
白
楊
さ
ん
最
後
の
句
で
す
） 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

観
音
の 

千
の
お
ん
手
に 

団
扇
な
く 

 
 
 

紫
杏 

石
庭
の 

裏
に
静
け
き 

苔
の
庭 

 
 
 
 
 

下
里 

蹲
踞

つ
く
ば
い

に 

「
足
る
を
知
り
」
得
て 

半
夏
生 

 

一
義 

び
っ
し
り
と 

睡
蓮
咲
く
や 

鏡
容
池 

 
 
 

陵
南 

 

第
百
三
十
一
回 

平
成
十
六
年
八
月
二
十
七
日
（
金
） 

 

兼
題 

『
残
暑
』『
焼
酎
』『
秋
の
七
草
の
い
ず
れ
か
』
と 

 
 
 

当
季
雑
詠 

吟
行 

聖
護
院
門
跡 

句
座 

「
聖
護
院
御
殿
荘
」 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

夏
雲
に 

乗
り
旅
立
ち
し 

俳
句
の
師 

 
 
 

下
里 

浮
雲
の 

一
つ
残
し
て 

残
暑
か
な 

 
 
 
 

陵
南 

生
け
る
証

あ
か
し 

申さ
る

年
の
梅 

漬
け
る
妻 

 
 
 
 

紫
杏 

書
に
倦う

み
て 

目
を
や
る
庭
の 

藤
袴 

 
 
 

陵
南 

盆
近
し 

袈
裟
の
姿
を 

バ
イ
ク
に
見 

 
 
 

宮
本 

雑
草
の 

中
に
ひ
る
顔 

散
歩
道 

 
 
 
 
 

陵
南 

佛
飯
を 

下
げ
て
餌
と
す
る 

夏
雀 

 
 
 
 

紫
杏 

破
船
に 

服
干
す
子
ら
に 

残
暑
か
な 

 
 
 

下
里 

話
す
こ
と 

な
く
て
虫
聞
く 

老
二
人 

 
 
 

紫
杏 

何
を
し
に 

来
た
の
か
忘
れ 

秋
暑
し 

 
 
 

紫
杏 

日
焼
け
止
メ 

塗
り
し
気
持
は 

秋
思
う 

 
 

宮
本 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

八
っ
橋
の 

い
わ
れ
は
知
ら
ず 

葉
月
尽じ

ん 
 
 

一
義 

     



 

第
百
三
十
二
回 

平
成
十
六
年
九
月
二
十
八
日
（
火
） 

 
兼
題 

『
月
』『
秋
刀
魚
』
『
と
ん
ぼ
』
『
梨
』
と
当
季 

 
 
 

雑
詠 

吟
行 

壬
生
寺
、
八
木
邸
他
（
新
撰
組
関
係
） 

句
座 

「
が
ん
こ
高
瀬
川
二
条
苑
」 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

お
仕
置
に 

萩
は
ひ
と
と
こ 
括く

く

ら
れ
し 

 
 

紫
杏 

落
梨
を 

一
盛
で
買
う 

一
過
晴 

 
 
 
 
 

下
里 

赤
と
ん
ぼ 

棒
の
天
辺

て
っ
ぺ
ん 

占
領
す 

 
 
 
 
 

紫
杏 

店
頭
の 

最
前
列
に 

初
秋
刀
魚 

 
 
 
 
 

陵
南 

焦
げ
秋
刀
魚 

頭
に
大
根 

お
ろ
し
か
な 

 
 

陵
南 

秋
刀
魚
焼
く 

匂
い
に
起
き
て 

猫
の
伸
び 

 

宮
本 

百
日
紅 

ま
だ
踏
ん
張
っ
て 

赤
と
白 

 
 
 

紫
杏 

竹
林
に 

白
彼
岸
花 

見
つ
け
た
り 

 
 
 
 

陵
南 

台
風
の 

そ
れ
て
安
堵
の 

雨
戸
開
け 
 
 
 

紫
杏 

銭
湯
の 

天
窓
越
し
の 

月
見
か
な 
 
 
 
 

下
里 

墓
参
り 

い
つ
も
の
道
に 

彼
岸
花 

 
 
 
 

宮
本 

連
ド
ラ
に 

涙
す
す
り
つ 

梨
を
喰は

み 
 
 
 

一
義 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

石
佛
の 

群
れ
て
整
列 

秋
暑
し 

 
 
 
 
 

紫
杏 

武
士

も
の
の
ふ

に 

生
命

い

の

ち

を
か
け
し 

萩
の
塚 

 
 
 
 

一
義 

見
上
ぐ
れ
は 

千
体
仏
塔 

秋
空
に 

 
 
 
 

陵
南 

 

        

第
百
三
十
三
回 

平
成
十
六
年
十
一
月
十
二
日
（
金
） 

 

兼
題 

『
霜
』『
爽
や
か
』
季
語
を
入
れ
て
『
道
』『
門
』 

 
 
 

と
当
季
雑
詠 

吟
行 

等
持
院
と
京
都
市
考
古
資
料
舘 

句
座 

「
民
芸
茶
屋
千
都
」 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

田
仕
舞
の 

籾も
み

焼
く
煙 

真ま
っ

直す
ぐ

に 
 
 
 
 

 

紫
杏 

音
も
な
く 

打
重
な
り
ぬ 

照
も
み
じ 

 
 
 

三
木 

朝
一
番 
初
霜
ふ
み
て 

遊
歩
道 

 
 
 
 
 

陵
南 

里
山
の 

道
は
土
道 

木
守
柿 

 
 
 
 
 
 

紫
杏 

爽
や
か
に 

五
日
残
し
て 

喜
寿
終
る 

 
 
 

陵
南 

歩
道
橋 

小
雨
夕
霧 
塾
通
ひ 

 
 
 
 
 
 

紫
杏 

 
 台

風
の 

す
ぎ
た
る
夜
の 

七
夜
月 

 
 
 
 

下
里 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

本
廟
へ 

道
は
曲
り
て 

秋
深
し 

 
 
 
 
 

三
木 

辻
奥
は 

薄
紅
葉
の 

等
持
院 

 
 
 
 
 
 

下
里 

紅
葉
を 

水
面

み

な

も

に
う
つ
し
て 

心
字
池 

 
 
 

陵
南 

 

俳
句
同
好
会
参
加
者 

 ㈱
デ
リ
ブ 

 
 
 
 
 
 

林 
 

治
吉 

 

光
星
電
工
㈱ 

 
 
 
 
 

久
保 

白
楊 

 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 
 

石
崎 

陵
南 

 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 
 

宮
本
み
つ
へ 

 

川
鉄
電
設
㈱ 

 
 
 
 
 

下
里 

尚
信 

 

㈱
ト
モ
エ
屋 

 
 
 
 
 

星
野 

紫
杏 

 

 

ゲ
ス
ト
参
加 

職
別
国
保 

 
 
 
 
 
 

三
木 

一
義 

  

故
人 光

星
電
工
㈱ 

 
 
 
 
 

久
保 

白
楊 

         

平
成
十
七
年
一
月 

協
会
広
報
誌 

第
三
十
八
号
掲
載 



俳
句
同
好
会 

 
 
 
 
 

 

世
話
人 

石
崎
陵
南 

 
社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を
重

ね
て
、
第
百
四
十
一
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
六
名
で
吟
行
、
句
座
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

第
百
三
十
四
回 

平
成
十
七
年
一
月
二
十
八
日
（
金
） 

 

兼
題 

『
年
末
、
年
始
に
関
す
る
句
』
と
当
季
雑
詠 

 
 
 

吟
行
は
取
り
止
め
ま
し
た
。 

句
座 

「
京
新
山
」（
新
橋
通
川
端
東
入
ル
）
に
て 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

初
鏡 

白
一
色
の 

髪
と
な
る 

 
 
 
 

 
 

紫
杏 

破や
ぶ

れ
凧 

昨
日
も
今
日
も 

枝
の
先
き 

 
 
 

下
里 

而し
こ

う
し
て 

新
年
御
慶

ぎ
ょ
け
い 

老
二
人 

 
 
 
 
 

一
義 

常
の
景 

な
れ
ど
家
並

や

な

み

も 

淑
気
な
る 

 
 
 

一
義 

妻
忘
れ 

一
日
遅
れ
の 

小
豆
粥 

 
 
 
 
 

陵
南 

初
句
会 

一
つ
年
取
り 

顔
揃
う 

 
 
 
 
 

宮
本 

大
寒
や 

庭
師
手
袋 

重
ね
お
り 

 
 
 

 
 

陵
南 

値
引
し
て 

初
弘
法
に 

売
る
暦 

 
 
 
 
 

紫
杏 

し
め
縄
の 

飾
り
稲
穂
に 

む
れ
雀 

 
 
 
 

下
里 

初
荷
か
や 

長
距
離
便
の 

よ
ご
れ
雪 

 
 
 

紫
杏 

と
も
か
く
も 

仲
間
揃
い
ぬ 

初
句
会 

 
 
 

一
義 

        

第
百
三
十
五
回 

平
成
十
七
年
三
月
十
一
日
（
金
） 

 

兼
題 

『
春
雨
』『
雲
雀
』『
木
の
芽
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

北
野
天
満
宮
の
梅
林 

句
座 

「
花
ご
よ
み
」
京
都
御
所
蛤
御
門
前 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

雲
雀
鳴
き 

上
を
仰
い
で 

深
呼
吸 

 
 
 
 

宮
本 

立
春
や 

比
叡
に
向
う 

鳥
柱 

 
 
 
 
 
 

陵
南 

節
分
や 
福
と
て
な
け
れ
ど 

鬼
も
来
ず 

 
 

下
里 

に
く
ら
し
や 
す
そ
に
気
を
や
る 

春
一
番 

 

宮
本 

三
分
咲
き 

な
れ
ど
坪
庭 

梅
か
お
る 

 
 
 

陵
南 

雑
草
も 

同
じ
芽
吹
き
に 

ま
ゆ
ひ
そ
め 

 
 

下
里 

待
合
室 

テ
レ
ビ
音
な
く 
春
の
雨 

 
 
 
 

紫
杏 

義
経
の 

史
跡
を
巡
る 

京
の
春 

 
 
 
 
 

陵
南 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

爺じ
じ

同
志 

相
合
傘
の 

梅
見
か
な 

 
 
 
 
 

一
義 

 

 

第
百
三
十
六
回 

平
成
十
七
年
四
月
二
十
二
日
（
金
） 

 

兼
題 

『
朧
月
』『
草
餅
』『
子
猫
』『
新
緑
』
と 

 
 
 

当
季
雑
詠 

吟
行 

仁
和
寺
の
御
室
桜
観
賞 

句
座 

仁
和
寺
内
御
室
会
館 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

草
も
ち
に 

願
い
を
こ
め
て 

供
え
け
り 

 
 

宮
本 

若
葉
寒 

下
着
長
袖 

出
し
に
け
り 

 
 
 
 

陵
南 

池
の
面
に 

よ
う
や
く
組
め
し 

花
筏 

 
 
 

下
里 

縦
縞
の 

天
気
図
ま
た
も 

春
嵐 

 
 
 
 
 

紫
杏 

山
頂
を 

残
し
て
比
叡 

新
緑
に 

 
 
 
 
 

紫
杏 

名
店
街 

我
れ
は
草
餅 

妻
ケ
ー
キ 

 
 
 
 

陵
南 

お
日
柄

ひ

が

ら

も 

よ
し
と
子
猫
を 

貰
い
け
り 

 
 

一
義 

捨
て
子
猫 

お
り
て
園
児
の 

列
乱
る 

 
 
 

陵
南 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

花
見
酒 

手
話
の
し
ゃ
べ
く
り 

尽
も
せ
ず 

 

紫
杏 

水
煙
を 

空
に
と
ど
め
て 

花
の
塔 

 
 
 
 

一
義 

     



          

第
百
三
十
七
回 

平
成
十
七
年
五
月
二
十
五
日
（
水
） 

 

兼
題 

『
更
衣
』『
牡
丹
』
『
穴
子
』『
五
月
』
と 

 
 
 

当
季
雑
詠 

吟
行 

松
尾
大
社 

句
座 

「
サ
ン
メ
ン
バ
ー
ズ
京
都
嵯
峨
」 

 
 
 

（
林
会
員
の
近
く
に
て
） 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

庭
に
舞
ふ 

初
蝶
空
に 

消
え
に
け
り 

 
 
 

林 
 

更
衣 

虫
除
け
そ
え
て 

仕
舞
け
り 

 
 
 
 

宮
本 

二
の
腕
の 

白
さ
ま
ぶ
し
き 

更
衣 

 
 

 
 

陵
南 

一
輪
の 

牡
丹
魅
せ
ら
れ 

鉢
を
買
う 

 
 
 

宮
本 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

最
古
な
る 

酒
の
社
に 

若
葉
風 

 
 
 
 
 

一
義 

奉
献
の 

酒
樽
い
く
つ 

五
月
尽じ

ん 
 
 
 
 
 

一
義 

 

第
百
三
十
八
回 

平
成
十
七
年
六
月
二
十
三
日
（
木
） 

 

兼
題 

『
父
の
日
』『
さ
く
ら
ん
ぼ
』『
杜
若
』『
夏
衣
』 

 
 
 

『
蚊
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

黄
檗
山
万
福
寺
と
三
室
戸
寺
の
紫
陽
花 

 
 
 

（
三
室
戸
寺
の
紫
陽
花
艶
や
か
で
見
事
で
し
た
。） 

句
座 

「
く
れ
た
け
庵
」
京
阪
中
書
島
駅
近
く 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

八
重
山
に 

夏
を
先
取
る 

旅
の
朝 

 
 
 
 

下
里 

父
の
日
の 

供
華
は
娘
の 

見
立
て
な
る 

 
 

宮
本 

水
彩
の 

如
き
軽
さ
や 

初
夏
の
雲 

 
 
 
 

紫
杏 

父
の
日
や 

自
戒か

い

は
み
だ
す 

昼
の
酒 

 
 
 

一
義 

ル
ー
プ
タ
イ 

緩
め
に
か
け
て 

夏
隣 

 
 
 

紫
杏 

も
て
な
し
は 

濃
い
め
の
渋
茶 

柏
餅 

 
 
 

紫
杏 

国
産
は 

久ひ
さ

に
あ
た
ら
ず 

さ
く
ら
ん
ぼ 

 
 

一
義 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

夏
至

げ

し

す
ぎ
の 

鳴
ら
ぬ
魚
板

か
い
ば
ん 

万
福
寺 

 
 
 

下
里 

紫
陽
花
は 

地
蔵
囲
み
て 
ひ
か
え
お
り 

 
 

陵
南 

一
山
を 

埋
づ
め
紫
陽
花 
彩あ

や

競
い 

 
 
 
 

一
義 

     

      

第
百
三
十
九
回 

平
成
十
七
年
八
月
二
十
五
日
（
木
） 

 

兼
題 

（
七
月
分
）『
百
合
』『
夕
立
』『
日
傘
』『
昼
寝
』 

 
 
 

（
八
月
分
）『
盆
の
月
』『
南
瓜
』『
朝
顔
』 

 
 
 
 
 
 
 

 

『
送
火
』
と
当
季
雑
詠 

句
座 

「
京
新
山
」 

吟
行
は
取
り
止
め 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

耳
鳴
に 

重
ね
て
今
朝
は 

蝉
の
鳴
く 

 
 
 

紫
杏 

追
い
抜
き
し 

日
傘
の
中
は 

媼
な
り 

 
 
 

一
義 

山
百
合
の 

群
落
消
え
て 

重
機
あ
と 

 
 
 

下
里 

高
々
と 

ざ
る
の
素
麺 

す
く
い
け
り 

 
 
 

紫
杏 

俯う
つ

向
き
し 

百
合
を
支
え
て 

芯
を
嗅
ぎ 

 
 

一
義 

一
人
昼 

佃
煮
茄
子
漬 

冷
番
茶 

 
 
 
 
 

紫
杏 

う
ど
ん
屋
の 

造
花
朝
顔 

青
竹
に 

 
 
 
 

宮
本 

山
百
合
や 

一
日
五
便
の 

バ
ス
通
る 

 
 
 

陵
南 

一い
っ

茎け
い

の 

百
合
俗
塵
を 

払
う
ご
と 

 
 
 
 

一
義 

芋
粥
の 

朝
飼 

八
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 

紫
杏 

袈
裟
衣 

風
に
な
び
か
せ 

盆
の
月 

 
 
 
 

宮
本 

日
傘
さ
し 

神
水
受
け
る 

媼
お
う
な

か
な 

 
 
 

 

陵
南 



 

第
百
四
十
回 

平
成
十
七
年
九
月
二
十
八
日
（
水
） 

 
兼
題 

『
秋
の
朝
』『
太
刀
魚
』
『
菊
日
和
』『
栗
』『
虫
』 

 
 
 

と
当
季
雑
詠 

吟
行 

青
蓮
院
門
跡
の
予
定 

先
方
都
合
に
よ
り
栗
田 

 
 
 

神
社
と
お
お
く
す
の
庭
に
変
更 

句
座 

「
か
に
家
」
八
坂
神
社
前 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

栗
を
剥は

ぐ 

八
十
路
す
ぐ
そ
こ 
昼
一
人 

 
 

一
義 

う
た
た
寝
の 

夢
よ
り
醒
め
た
り 

涼
し
さ
に 

紫
杏 

ま
だ
生
き
る 

つ
も
り
で
今
日
も 

む
か
ご
飯 

紫
杏 

一
日
の 

陽
を
飲
み
込
み
し 

酔
芙
蓉 

 
 
 

紫
杏 

台
風
の 

終
夜
放
送 

秋
近
し 

 
 
 
 
 
 

宮
本 

秋
の
夜
や 

虫
食
い
川
柳 

答
え
出
ず 

 
 
 

陵
南 

闇
近
し 

無
為

む

い

の
一
日

ひ

と

ひ

や 

虫
時
雨 

 
 
 
 

一
義 

虫
の
音
を 

た
ど
れ
ば
土
間
の 

下
駄
の
下 

 

陵
南 

秋
暑
し 

へ
そ
出
し
ル
ッ
ク 

ボ
ロ
Ｇ
パ
ン 

 

紫
杏 

た
め
ら
い
に 

血
圧
は
か
る 

秋
の
朝 

 
 
 

下
里 

く
さ
め
し
て 

の
び
で
始
ま
る 

秋
の
朝 

 
 

下
里 

晩
酌
も 

今
日
よ
り
焼
酎 

湯
割
と
す 

 
 
 

陵
南 

浴
室
の 

小
窓
あ
け
れ
ば 

虫
時
雨 

 
 
 
 

宮
本 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

五
線
の
塀 

続
く
門
跡 

今
朝
の
秋 

 
 
 
 

一
義 

幾
世
経
し 

大
楠
木
や 

今
朝
の
秋 

 
 
 
 

一
義 

見
上
げ
た
る 

楠
の
大
樹
や 

天
高
し 

 
 
 

陵
南 

 

第
百
四
十
一
回 

平
成
十
七
年
十
一
月
十
八
日
（
金
） 

 

兼
題 

（
十
月
分
）『
き
の
こ
』『
渡
り
鳥
』『
朝
寒
』『
駅
』 

 
 
 

（
十
一
月
分
）『
山
茶
花
』『
文
化
の
日
』『
寄
鍋
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
当
季
雑
詠 

吟
行 

永
観
堂
南
禅
寺
の
紅
葉
観
賞 

句
座 

「
京
新
山
」 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

寄
鍋
や 

男
同
志
の 

艶
話 

 
 
 
 
 
 
 

一
義 

引
く
媼

お
う
な 

引
か
れ
る
犬
も 

甚
平
着
て 

 
 

 

紫
杏 

か
け
着
け
し 

駅
朝
寒
に 

引
き
締
る 

 
 
 

下
里 

髪
と
霜 

得
て
今
が
あ
り 

猫
背
に
て 

 
 
 

紫
杏 

朝
寒
を 

吐
く
息
に
知
る 

犬
散
歩 

 
 
 
 

宮
本 

吾
亦
紅 

あ
れ
も
花
な
ら 

吾
も
花 

 
 
 
 

紫
杏 

冬
ざ
れ
や 

昭
和
を
守
り
し 

駅
無
人 

 
 
 

一
義 

猫
も
留
守 
吾
持
て
余
す 

文
化
の
日 

 
 
 

一
義 

今
年
初 

お
で
ん
三
日
目 

味
熟
す 

 
 
 
 

紫
杏 

乱
れ
萩 

自
在
の
風
に 

吹
か
れ
お
り 

 
 
 

陵
南 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

石
路
の 

花
の
出
迎
え 

永
観
堂 

 
 
 
 
 

宮
本 

み
か
え
り
の 

阿
弥
陀
は
燃
ゆ
る 

山
を
見
る 

陵
南 

  

 

俳
句
同
好
会
参
加
者 

 ㈱
デ
リ
ブ 

 
 
 
 
 
 

林 
 

治
吉 

 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 
 

石
崎 

陵
南 

 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 
 

宮
本
み
つ
へ 

 

川
鉄
電
設
㈱ 

 
 
 
 
 

下
里 

尚
信 

 

㈱
ト
モ
エ
屋 

 
 
 
 
 

星
野 

紫
杏 

 

 

ゲ
ス
ト
参
加 

職
別
国
保 

 
 
 
 
 
 

三
木 

一
義 

 

 
 

            

平
成
十
八
年
一
月 

協
会
広
報
誌 

第
四
十
号
掲
載 

  



俳
句
同
好
会 

 
 
 
 
 
 

世
話
人 

石
崎
陵
南 

  

社
団
法
人
京
都
電
業
協
会
の
俳
句
同
好
会
も
回
を
重
ね

て
、
第
百
四
十
八
回
を
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
会
員
六
名
で
吟
行
、句
座
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

初
心
者
を
含
め
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

    

第
百
四
十
二
回 

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
（
金
） 

 

兼
題 

『
冬
ざ
れ
』『
マ
ス
ク
』『
年
末
年
始
に
関
す
る 

 
 
 

も
の
』
季
語
を
入
れ
て
『
風
呂
』『
酒
』
と
当
季 

 
 
 

雑
詠 

 
 
 

吟
行
は
取
り
止
め
ま
し
た 

句
座 

「
か
に
家
」（
東
山
通
四
条
下
ル
西
側
） 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

元
朝
の 

犬
は
新
調 

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ 

 
 

三
木 

銭
湯
の 

二
日
の
朝
は 

酒
に
お
う 

 
 
 
 

下
里 

マ
ス
ク
取
り 

我
を
忘
れ
て 

大
欠
伸 

 
 
 

宮
本 

竹
馬
も 

風
も
見
ぬ
世
を 

老
い
て
お
り 

 
 

三
木 

寒
鰤ぶ

り

を 

向
う
鉢
巻 

捌さ
ば

き
け
り 

 
 
 
 
 

紫
杏 

碁
仇
の 

現
れ
ぬ
間
の 

初
湯
か
な 

 
 
 
 

三
木 

初
場
所
や 

風
呂
に
い
そ
ぎ
し 

負
力
士 

 
 

下
里 

湯
に
浮
ぶ 

柚
子
を
手
玉
に 

取
っ
て
見
る 

 

紫
杏 

冬
ざ
れ
や 

あ
き
家
の
庭
に 

は
ぐ
れ
猫 
 
 

陵
南 

二
重
丸 

ど
ん
ど
目
出
度
く 

天
に
果
つ 

 
 

三
木 

初
詣 

あ
な
た
ま
か
せ
の 

歩
幅
に
て 

 
 
 

紫
杏 

初
競せ

り

や 

杉
豪
快
に 

二
〇
〇
の
木 

 
 
 
 

三
木 

風
呂
タ
イ
ル 

冷
え
き
り
足
が 

前
に
出
ず 

 

宮
本 

    

第
百
四
十
三
回 

平
成
十
八
年
三
月
三
日
（
金
） 

 

兼
題 

『
早
春
』『
公
魚
』『
猫
柳
』『
菠
薐

ほ
う
れ
ん

草
』
と 

 
 
 

季
語
を
入
れ
て
『
時
計
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

酬
恩
庵
一
休
寺 

句
座 

「
大
扇
」（
近
鉄
京
都
線
新
田
辺
駅
近
く
） 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

待
た
さ
れ
て 
ま
た
時
計
見
る 

寒
さ
か
な 

 

紫
杏 

春
き
ざ
し 

水
車
ご
と
り
と 

動
き
出
し 

 
 

三
木 

飛
石
に 

一
息
つ
け
ば 
や
ぶ
つ
ば
き 

 
 
 

下
里 

生
け
ら
れ
て 

四
温
に
ふ
く
ら
む 
猫
柳 

 
 

紫
杏 

親お
や

葉ば

影か
げ 

早
も
塔
立
つ 

ホ
ー
レ
ン
草 

 
 
 

下
里 

春
一
人 

あ
り
余
り
た
る 

大
時
計 

 
 
 
 

紫
杏 

気
が
つ
け
ば 

影
の
短
き 

時
計
台 

 
 
 
 

宮
本 

遠
目
に
も 

芽
ぶ
き
の
見
ゆ
る 

柳
か
な 

 
 

下
里 

鈴
の
音
と 

浦
安
の
舞 

初
の
午 

 
 
 
 
 

紫
杏 

口
笛
の 

音
色
の
か
た
し 

早
春
譜 

 
 
 
 

下
里 

猫
柳 

十
石
舟
の 

川
巡
り 

 
 
 
 
 
 
 

陵
南 

日
時
計
の 

影
も
へ
た
り
て 

な
ご
り
雪 

 
 

下
里 

こ
の
齢
で 

急せ

く
な
あ
せ
る
な 

春
隣 

 
 
 

紫
杏 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

方
丈
の 

砂
に
陽
こ
ぼ
れ 

梅
小
ふ
む 

 
 
 

三
木 

納
豆
に 

季
語
見
つ
か
ら
ず 

一
休
寺 

 
 
 

三
木 

              



 

第
百
四
十
四
回 

平
成
十
八
年
四
月
十
四
日
（
金
） 

 
兼
題 
『
花
曇
』『
春
眠
』『
菜
の
花
』
季
語
を
入
れ
て 

 
 
 

『
貝
類
』『
屋
根
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

大
徳
寺 

句
座 

「
萬
重
」（
西
陣
の
料
亭
） 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

名
残

な

ご

り

雪 

つ
け
て
散
り
ゆ
く 
梅
の
花 

 
 
 

治
吉 

菜
の
花
が 

も
う
一
品
の 

幕
の
内 

 
 
 
 

下
里 

焚た

か
ず
と
も 

集
め
し
落
葉 

朽
ち
る
春 

 
 

紫
杏 

遅
霜
が 

朝
日
で
縞
に 

瓦
屋
根 

 
 
 
 
 

下
里 

花
曇
り 

仁
王
の
肩
の 

薄
ほ
こ
り 

 
 
 
 

陵
南 

滝
の
ご
と 

枝
垂

し

だ

れ

桜
に 

感
銘
す 

 
 
 
 
 

三
木 

お
水
取
り 

過
ぎ
て
雪
降
る 

伊
達

だ

て

薄
着 
 
 

宮
本 

長
閑

の

ど

か

な
り 

ガ
レ
ー
ジ
屋
根
に 

猫
眠
る 

 
 

陵
南 

屋
根
越
え
て 

風
に
乗
り
来
し 

花
吹
雪 

 
 

紫
杏 

         

 

第
百
四
十
五
回 

平
成
十
八
年
六
月
十
四
日
（
水
） 

 

兼
題 

『
青
葉
』『
短
夜
』『
筍
』『
母
の
日
』
季
語
を 

 
 
 

入
れ
て
『
樋
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

無
鄰
庵
（
南
禅
寺
近
く
の
名
庭
） 

句
座 

日
本
料
理
「
あ
と
村
」（
木
屋
町
四
条
下
ル
） 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

薪
で
炊
く 

筍
飯
の 

味
深
し 

 
 
 
 
 
 

紫
杏 

無
人
駅 

若
竹
す
く
と 

伸
び
に
け
り 

 
 
 

陵
南 

山
々
の 

若
葉
ま
だ
ら
模
様
に
萌
え 

 
 
 
 

宮
本 

終
の
一
皮 

脱
ぎ
終
え
し 

今
年
竹 

 
 
 
 

三
木 

母
の
味 

ま
ね
て
焼
な
す 

胡
麻
あ
え
に 

 
 

紫
杏 

被き

せ
藁わ

ら

に 

初
筍た

け

楚
々
と 

顔
を
出
し 

 
 
 

三
木 

樋
か
か
る 

く
も
の
糸
光
る 

ひ
と
し
ず
く 

 

宮
本 

老
筍た

け

が 
合
羽
に
も
似
て 

皮
か
ら
げ 

 
 
 

三
木 

ま
だ
日
射
し 
二
階
に
残
る 

青
葉
風 

 
 
 

下
里 

横
走
る 

樋
の
下
露 
走
り
梅
雨 

 
 
 
 
 

紫
杏 

に
わ
か
雨 

花
の
流
れ
る 
古
き
樋 

 
 
 
 

陵
南 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

万
緑
に 

陽ひ

の
斑ふ

こ
ぼ
れ
て 

無
鄰
庵 

 
 
 

三
木 

名
園
の 

大
樟
梢
の 

青
葉
か
な 

 
 
 
 
 

陵
南 

 

第
百
四
十
六
回 

平
成
十
八
年
八
月
二
十
九
日
（
火
） 

 

兼
題 

『
満
月
』『
夕
立
』『
夜
店
』『
朝
顔
』『
鰻
』 

 
 
 

『
梅
酒
』『
向
日
葵
』『
や
ぶ
い
り
』
季
語
を 

 
 
 

入
れ
て
『
下
駄
』
と
当
季
雑
詠 

 
 
 

吟
行
は
取
り
止
め
ま
し
た 

句
座 

「
か
に
家
」（
東
山
通
四
条
下
ル
西
側
） 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

朝
顔
に 

つ
ら
れ
て
早
起
き 

花
一
輪 

 
 
 

宮
本 

大
夕
立 

大
安
吉
日 

差
別
な
く 

 
 
 
 
 

三
木 

夏
帽
子 

外
反
母
指
の 

下
駄
散
歩 

 
 
 
 

陵
南 

捨
船
は 

浜
昼
顔
の 

一
人
占
め 

 
 
 
 
 

下
里 

夕
立
に 

戻
り
し
猫
の 

武
者
ぶ
る
い 

 
 
 

三
木 

薄
墨
の 

大
煙
幕
や 

夕
立

ゆ

だ

ち

く
る 

 
 
 
 
 

三
木 

せ
み
し
ぐ
れ 

ラ
ジ
オ
体
操 

一
二
三 

 
 
 

下
里 

満
月
を 

さ
え
貪む

さ

ぼ
り
て 

ビ
ル
の
群じ

ん 
 
 
 

三
木 

己
が
彩あ

や 

告
げ
て
朝
顔 

刻と
き

を
生い

く 
 
 
 
 

三
木 

な
き
母
の 

下
駄
の
鼻
緒
に 

う
す
ら
黴 

 
 

下
里 

吾
が
胸
に 

何
思
う
て
か 

狂
い
蝉 

 
 
 
 

三
木 

    



  
第
百
四
十
七
回 

平
成
十
八
年
十
月
十
九
日
（
木
） 

 

兼
題 
『
秋
の
夜
』『
萩
』『
鈴
虫
』『
芋
』『
鰯
』『
新
米
』 

 
 
 

『
梨
』『
松
手
入
』『
秋
時
雨
』
季
語
を
入
れ
て 

 
 
 

『
電
車
』『
時
計
』
と
当
季
雑
詠 

吟
行 

豊
国
神
社
、
方
広
寺
、
耳
塚
（
東
山
七
条
） 

句
座 

「
京
新
山
」（
新
橋
通
り
川
端
東
入
ル
） 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

窓
を
開
け 

鈴
虫
の
声 

ま
ね
き
入
れ 

 
 
 

宮
本 

秋
祭
り 

獅
子
舞
頭
に 

子
供
乗
せ 

 
 
 
 

紫
杏 

と
ろ
ろ
昆
布 

ま
と
う
新
米 

に
ぎ
り
飯 

 
 

陵
南 

秋
時
雨 

カ
ン
ナ
の
赤
き 

ま
だ
残
る 

 
 
 

下
里 

さ
ら
さ
ら
と 

米
び
つ
満
た
す 

今
年
米 

 
 

紫
杏 

松
手
入
れ 

向
う
三
軒 

両
ど
な
り 

 
 
 
 

下
里 

妻
が
い
て 

子
が
い
て
旨う

ま

し 

ふ
か
し
芋 

 
 

紫
杏 

中
天
を 

掃
き
大
地
掃
き 

萩
の
風 

 
 
 
 

三
木 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

石
垣
に 

萩
の
乱
れ
や 

五
輪
の
塔 

 
 
 
 

三
木 

    

  

第
百
四
十
八
回 

平
成
十
八
年
十
一
月
十
八
日
（
土
） 

 

兼
題 

『
立
冬
』『
文
化
の
日
』『
落
葉
』『
浅
漬
』 

 
 
 

『
ま
ぐ
ろ
』
季
語
を
入
れ
て
『
火
』『
水
』『
石
』 

 
 
 

と
当
季
雑
詠 

吟
行 

青
蓮
院
（
神
宮
道
三
条
下
ル
） 

句
座 

「
が
ん
こ
」
髙
瀬
川
二
条
苑
（
木
屋
町
二
条
） 

  
 
 
 
 
 

兼
題
句 

雲
水
の 

鼻
緒
を
ぬ
ら
す 

今
朝
の
露 

 
 
 

紫
杏 

残
照
に 

召め

さ
れ
ゆ
く
ご
と 

落
葉
降
る 

 
 

三
木 

冬
立
つ
や 

銭
湯
の
窓 

ゆ
げ
の
幕 

 
 
 
 

下
里 

夕
日
か
ら 

も
ら
い
し
錦 

柿
落
葉 

 
 
 
 

下
里 

焼
栗
を 

火
か
ら
取
り
出
す 

熱
さ
か
な 

 
 

宮
本 

来
る
雁か

り

を 

せ
か
す
西
風 

雲
早
し 

 
 
 
 

紫
杏 

  
 
 
 
 
 

吟
行
句 

鐘
一
つ 

青
蓮
院
に 
秋
深
し 

 
 
 
 
 
 

宮
本 

朝
寒
む
や 

仏
足
石
の 
金き

ん

象
嵌

ぞ
う
が
ん 

 
 
 
 
 

陵
南 

      

   

俳
句
同
好
会
参
加
者 

 ㈱
デ
リ
ブ 

 
 
 
 
 
 

林 
 

治
吉 

 

㈱
オ
リ
ヂ
ナ
ル
電
設 

 
 

石
崎 

陵
南 

 

宮
本
電
気
工
事
㈱ 

 
 
 

宮
本
み
つ
へ 

 

川
鉄
電
設
㈱ 

 
 
 
 
 

下
里 

尚
信 

 

㈱
ト
モ
エ
屋 

 
 
 
 
 

星
野 

紫
杏 

 

 

ゲ
ス
ト
参
加 

職
別
国
保 

 
 
 
 
 
 

三
木 

一
義 

           

平
成
十
九
年
一
月 

協
会
広
報
誌 

第
四
十
二
号
掲
載 

   


